
まちの話題

　12月5日に100歳の誕生日を迎えられました。
和水町出身。昔から働き者で、70 代まで働いて
いました。人のお世話が好きで、仲の良かった
和水町の兄にも、よく会いに行っていました。
長寿の秘訣は何でも食べること。家族は「くよ
くよせず気丈な性格で、時間があれば草取りな
ど体を動かしていていました」と話します。

100 歳　
おめでとうございます

竹
たけした

下トミヱさん（普源寺）

生徒を見守る「考える人」像
　～「考える人」像60年記念式典～

　三中体育館前にある「考える人」像が制作さ
れて 60 年を迎えたのを記念して、式典が開催さ
れました。制作者である林

はやし

州
くにとし

甫さんの教え子た
ちをはじめ多くの関係者が集まり、同校吹奏楽
部の演奏が流れる中、当時の思い出を懐かしく
振り返りました。「考える人」像を見ながら林さ
んは、「子どもたちに、よく考え、行動できる力
を身に付けてほしいという思いを込めて制作し
た。その思いを感じ取ってもらえれば」と話し
ていました。

▶
像
は
現
在
も
生
徒
た
ち
に
「
頑
張
れ
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
て
い
ま
す

11/2812/17 地域づくりに長年の貢献　　　　　　～総務大臣表彰受賞～

　東宮内ふるさと自治会の田
た じ ま

島衆
しゅういち

一会長が「自
治会等地縁による団体功労者総務大臣表彰」を
受賞し、浅田市長に報告しました。
　この賞は、地域的な共同活動を通じて良好な
地域社会の維持や形成に顕著な功績があったと
認められる人を表彰するもので、市では中央区
公民館の宇

う の

野美
み ち こ

智子さんに続く受賞となります。
　田島会長は「これまでの活動を認めてもらっ
たとともに、今後の活動も励ましてもらってい
るように感じた」と今後への意欲を見せました。

▶
伝
達
式
で
報
告
を
行
う
田
島
会
長
（
左
）

「美と環境」の全国大会で受賞！
～ミセス・グローバル・アース日本大会～

　美と環境保護をコンセプトとするミスコンテ
スト「ミス・アース・ジャパン」のミセス版と
して 11 月 30 日・12 月 1 日に初めて開催され
た「ミセス・グローバル・アース日本大会」。地
方大会で優秀な成績を収めた市内在住の石

いしはら

原
維
ゆ き こ

几さんが日本大会に出場し、リバースパール
部門でグランプリを受賞しました。
　石原さんは「今後は、市や市民の皆さんと一
緒に荒尾から環境保全を発信していきたい」と
抱負を語りました。

▶
石
原
さ
ん
（
中
央
右
）、
同
大
会
フ
ァ
イ

ナ
リ
ス
ト
の
馬ば

ば場
加か

な

こ
奈
子
さ
ん
（
中
央
左・

大
牟
田
市
在
住
）

12/14 働きやすい職場づくりに努める～熊本県男女共同参画推進事業者受賞～

　令和 2 年度熊本県男女共同参画推進事業者と
して㈱マックスサポート熊本荒尾支店が「職場
づくり部門」で受賞しました。残業が多い社員
のパソコンにアラートを表示するなど残業時間
の削減への取り組みや、有給休暇の残日数を見
える化し、有休取得を奨励するなど休みやすい
環境づくりが評価されての受賞です。育児休業
からの職場復帰前面談、子連れ出勤の許可など、
子育てしやすい働き方のサポート体制も整備さ
れています。

▶
県
庁
で
の
授
賞
式
の
様
子
。
蒲か

ば
し
ま島

郁い
く
お夫

県
知
事
と
記
念
撮
影

12/16

寒空の中、全力で駆ける
～荒尾市ロードレース～

　市陸上競技協会主催による荒尾市ロードレー
スが運動公園多目的広場で行われ、約 70 人が、
3～ 5㎞のコースを駆け抜けました。感染症拡大
防止のため、開会式、表彰式の省略や声を出し
ての応援を禁止するなどの対策を行いながらの
開催です。中学 2 ～ 3 年男子の部で優勝、昨年
の郡市対抗熊日駅伝大会でも市の代表選手に選
ばれた三中 3 年、西

にしたけ

岳政
まさむね

宗さんは「久しぶりの
大会で優勝できてうれしい。さらに速く走れる
ように、今後も練習を頑張りたい」と話しました。

▶
今
回
か
ら
HP
で
の
募
集
案
内
も
開
始
。

市
外
か
ら
の
参
加
者
も
見
ら
れ
ま
し
た

12/13豪雨災害の復興に活用を
　～災害義援金の贈呈～

　令和２年７月豪雨で被災した人たちの支援の
ために、熊本県民主医療機関連合会から義援金
の贈呈がありました。
　義援金は、全国の連合会職員の皆さんから寄
せられたものです。
　藤

ふ じ た

田信
しんいち

一事務局長が「被災者の命や暮らしを
守るために役立ててもらいたい」と寄附への思
いを話されると、浅田市長は「義援金は大切に
使い、被災者に寄り添う支援を行ってまいりま
す」と感謝の言葉を述べました。

▶
浅
田
市
長
（
右
）
に
義
援
金
を
手
渡
す

藤
田
事
務
局
長
（
左
）

12/18

11/28 万田坑を大掃除！　　～こらぼらQでん　世界遺産清掃～

　万田坑でボランティアを含む約 70人による清
掃活動が行われました。今回 6 年目を迎えるこ
の活動は、九州電力送配電㈱大牟田配電事業所、
NPO法人大牟田・荒尾炭鉱のまちファン倶楽部
が主催するもので、地域が抱えている課題の解
決に向け、自治体と一体となり取り組まれてい
る活動の 1つです。
　参加した皆さんの活動により、万田坑の広大
な敷地に生い茂っていた雑草が刈り取られ、と
てもきれいな状態で年を越すことができました。

▶
晴
天
の
中
、
参
加
者
た
ち
は
万
田
坑
の

除
草
に
汗
を
流
し
ま
し
た
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